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宮津花崗岩は京都府北部の丹後地域に広く分布し，直径 30 km 程度のバソリス状の花
崗岩体を形成する。宮津花崗岩の分布する西南日本内帯には，白亜紀から古第三紀の花崗
岩類が火山岩類とともに広範囲に分布しており，岩質・活動時期の違いなどにより，南か
ら北へ領家帯，山陽帯，山陰帯と，東西方向に延びた 3 つの帯に分けられる。山陰帯の花
崗岩類は，岩体の形状・放射年代によって第 1期(51－71 Ma)，第 2期(56－68 Ma)，第 3
期(37－39 Ma)の 3 時期に分類される。近畿地方の山陰帯花崗岩類は点在して分布し，未
調査の岩体も多く，化学組成などの報告は極めて少ない。宮津花崗岩は山陰帯の第 2 期の
花崗岩であり，地質調査 1)，K-Ar黒雲母年代 2, 3)，Rb-Sr全岩鉱物アイソクロン年代 4)が報
告されているが，全岩化学組成分析などの詳細な地球化学的研究はされていない。そこで
本研究は，宮津花崗岩の分布域東部にあたる栗田半島を中心とした地域について，野外調
査，全岩化学組成分析および K-Ar 黒雲母年代測定を行い，宮津花崗岩体の形成過程，マ
グマの特徴，成因について考察した。
　研究地域には，主にピンク色のカリ長石に特徴づけられる粗粒黒雲母花崗岩が分布する。
構成鉱物は斜長石，石英，カリ長石，黒雲母で，角閃石を少量含むものもあり，一部の花
崗岩はカリ長石，石英，斜長石の粒径が 2 cm を超える。また，研究地域南部には，主岩
相とは異なる中細粒黒雲母花崗岩が分布する。鉱物粒径は数 mm 程度で，構成鉱物は石
英，カリ長石，斜長石，黒雲母であり，黒雲母は一部緑泥石化している。粗粒花崗岩同様，
カリ長石がピンク色を呈すが，有色鉱物は非常に少ない。粗粒花崗岩と中細粒花崗岩との
明確な境界部を示す露頭は無く，相互関係は不明である。また，研究地域北西部及び栗田
半島東部には，細粒の閃緑岩質包有物が含まれる。鉱物粒径は中細粒花崗岩よりも小さく，
構成鉱物は，斜長石，カリ長石，石英，黒雲母および角閃石であり，花崗岩に比べ有色鉱
物を多く含み，石英や長石の斑晶を含むこともある。閃緑岩質包有物は直径数 cm から数
十 cm で，楕円形のものが多く，母岩である花崗岩との境界は不明瞭なことが多く，一部
は花崗岩と混合している。
　本研究地域で採取した 48 個の粗粒花崗岩，6 個の中細粒花崗岩および 4 個の閃緑岩質
包有物について，蛍光X線分析法により全岩化学組成分析を行った。また，粗粒花崗岩，
中細粒花崗岩各 1試料から黒雲母を分離し，K-Ar黒雲母年代の測定を行った。
　全岩化学組成分析の結果，SiO2量は，粗粒花崗岩は 68.5 wt.%_74.9 wt.%，中細粒花崗岩
は 75.6 wt.%－77.7 wt.%，の範囲を示し，粗粒花崗岩よりも中細粒花崗岩の方が SiO2に富
む。また，閃緑岩質包有物は 55.5 wt.%－62.9 wt.%の範囲を示した。粗粒花崗岩はハーカ
ー図上で一つのトレンドを形成し，中細粒花崗岩は粗粒花崗岩とトレンドを形成する。一
方，閃緑岩質包有物は花崗岩類の形成するトレンドから外れるものが多く，閃緑岩質包有
物と花崗岩は起源のマグマが異なる可能性が高い。花崗岩類のアルミナ飽和度 　　　　　
(Al2O3 /(CaO+K2O+Na2O))は粗粒花崗岩が 0.98－1.11，中細粒花崗岩は 1.06－1.16の範囲を
示し比較的 Al2O3に富んでおり，また，高 Na2O，低 K2O/Na2O を示す。さらに，粗粒花
崗岩と中細粒花崗岩は高 SiO2，低 FeO/MgO から，カルクアルカリ岩系に分類される。両
花崗岩とも，微量元素組成に基づく地球化学的判別図 5)から，島弧・活動的大陸にみられ
る VAG(火山弧花崗岩)に分類される。これらのことから宮津花崗岩の起源マグマは，プレ
ートの沈み込みに伴う苦鉄質岩の部分溶融から生じ，酸素フガシティーが高いマグマであ
った可能性が考えられる。
　K-Ar 黒雲母年代は，粗粒花崗岩は 64.8±1.5 Ma，中細粒花崗岩は 67.2±1.5 Maを示し
た。また，K-Ar 黒雲母年代は，岩体周縁部に近い地域の花崗岩試料が古い年代を示し，
岩体周縁部から距離が離れるにつれ，若い年代を示す傾向を示すことから(図 1)，マグマ
が岩体周縁部から中心部に向かって，およそ 1 Maにつき 2.3 kmの速度で，黒雲母の閉鎖
温度である 300℃まで冷却したと考えられる。
　SiO2 の空間分布では，岩体周縁部に
当たる南部で高く，中心部と考えられる
北西部に向かって，SiO2 が減少する傾
向を示した。これは，SiO2 に富む花崗
岩質マグマが貫入後，岩体北西部に相対
的に SiO2 の低い閃緑岩質マグマが貫入
し，マグマ混合が起きたことを示唆する。
一方，岩体南部では周縁部の堆積岩との
接触により花崗岩質マグマは急冷され，
マグマ混合が起きなかったと考えられる。
また，閃緑岩質マグマ貫入時に混合せず
に固結したものが，閃緑岩質包有物の起
源である可能性が高い。
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図 1 周縁部からの距離とK-Ar年代
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